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論文審査の要旨 

 

高齢者に多い筋骨格系疾患の一つである変形性膝関節症患者は転倒率が高く、足趾把持

力は高齢者の転倒と関連している。しかし、転倒の多い変形性膝関節症患者の足趾把持

力と転倒の関連性は不明である。本研究は、足趾把持力が変形性膝関節症を有する高齢

者の転倒歴と関連するかどうかを明らかにした。過去一年間の転倒の有無によって転倒

群と非転倒群にわけ、足趾把持力をはじめ転倒に関連する各評価項目から転倒に関係す

る要因を統計解析し検討していた。結果は、転倒群は非転倒群よりも両側の足趾把持力

が低下しており、転倒に対する自信を失っていることが判明した。本研究では転倒に影

響する要因として、変形性膝関節症の代表的な症状である歩行時痛や膝関節伸展筋力の

増減は関係せず足趾把持力が抽出された。変形性膝関節症を有する高齢者の転倒イベン

トを予防する上で患部外である足趾を評価することの重要性を示した。本研究は日常臨

床において変形性膝関節症患者の足趾把持力を評価する意義が示され、医療の発展に寄

与する有意義な研究と評価される。公聴会では発表もしっかりなされており、多くの質

問（疫学、転倒原因や場所、歩行状態、足趾把持力の測定法、足趾把持力を反映する筋、

血友病患者との比較など）に対し、的確に回答された。以上より、主論文の内容と公聴

会での発表、参考文献と合わせて、審査委員すべてが適と判断し、医学博士の学位に値

する研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに運動器再建医学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。 
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